
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｈ
が
業
務
を
開
始
し

た
２
０
０
５
年
５
月
以
降
で
み

る
と
、
06
年
１
月
末
以
来
、
２

回
目
の
５
、
０
０
０
億
円
の
大

台
超
え
で
あ
る
。

ク
リ
ア
リ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
日
本

商
品
清
算
機
構（
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｈ
）へ

預
託
さ
れ
る
全
国
６
商
品
取
引

所
の
取
引
に
関
す
る
証
拠
金
残

高
は
、
貴
金
属
人
気
を
映
し
た

出
来
高
増
加
、

証
拠
金
の
弾

力
的
運
用
増

な
ど
に
よ
っ
て

４
月
末
現
在

で
前
月
末
比

９
％
増
え
、

５
、
４
０
０
億

円
台
を
超
え

た
。

し
て
５
科
目
を
受
講
、
各
科
目

ご
と
に
試
験
を
行
い
、
70
点
を

メ
ド
に
合
否
を
判
定
す
る
。
水

曜
日
、
木
曜
日
夕
刻
に
各
１
科

目
、
土
曜
日
に
２
科
目
の
講
義

を
各
１
時
間
半
、
２
週
間
行
う
。

会
場
は
東
穀
取
の
２
階
会
議
室

の
予
定
。

第
１
回
は
７
月
５
日
、６
日
、

８
日
、
12
日
、
13
日
、
15
日
に
行

う
。
募
集
人
員
は
１
５
０
名
。

開
催
は
年
間
３
〜
５
回
予
定
。

受
講
資
格
は
東
穀
協
会
加
盟
の

商
品
取
引
員
の
社
員
に
な
っ
て

か
ら
１
年
以
上
経
過
し
た
人

で
、
主
に
登
録
外
務
員
を
対
象

に
し
て
い
る
。

第
１
回
の
講
義
内
容
と
講
演

者（
候
補
）は
以
下
の
通
り
。（
順

不
同
）

【
全
般
的
知
識
】

「
気
象
の
読
み
方
」（
清
水
輝

和
子
日
本
気
象
協
会
気
象
士
）、

「
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
、
特
に
中
国
経
済

の
読
み
方
」（
柴
田
明
夫
丸
紅
経

済
研
究
所
所
長
）、「
為
替
相
場

と
世
界
経
済
の
読
み
方
」（
五
十

嵐
敬
喜
Ｕ
Ｆ
Ｊ
総
研
調
査
部

長
）、「
チ
ャ
ー
ト
の
読
み
方
」

（
赤
間
憲
明
株
式
新
聞
社
編
集

委
員
）。

【
専
門
的
知
識
】

「
穀
物
相
場
の
読
み
方
」（
茅

野
信
行
ユ
ニ
パ
ッ
ク
グ
レ
イ
ン
代

表
取
締
役
）、「
コ
ー
ヒ
ー
相
場

の
読
み
方
」（
角
谷
智
ボ
ル
カ
フ

ェ
代
表
取
締
役
社
長
）、「
粗
糖

相
場
の
読
み
方
」（
皆
川
弘
之
元

東
食
食
品
本
部
長
）、「
生
糸
相

場
の
読
み
方
」（
羽
田
有
輝
中
央

蚕
糸
協
会
嘱
託
）、「
野
菜
相
場

の
読
み
方
」（
川
口
勤
東
京
促
成

青
果
取
締
役
営
業
本
部
長
）。

の
資
格
を
与
え
る
。
将
来
は
Ｆ

Ｐ（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
）の
よ
う
な
も
の
に
発
展

さ
せ
た
い
と
し
て
い
る
。

こ
の
制
度
は
同
取
引
所
会
員

で
あ
る
商
品
取
引
員
の
社
員
を

対
象
に
行
う
。
全
般
的
知
識
と

し
て
４
科
目
、
専
門
的
知
識
と
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マ
ー
ケ
ッ
ト
の
発
展
、
国
際
化

の
た
め
に
は
こ
の
ク
リ
ア
リ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
が
確
実
に
機
能
し

て
、
ど
ん
な
に
大
き
な
不
測
の

事
態
が
起
こ
っ
て
も
マ
ー
ケ
ッ

ト
参
加
者
に
迷
惑
が
か
か
ら
な

い
こ
と
が
大
前
提
と
な
り
ま

す
。
こ
の
取
引
信
用
の
安
全
性

に
対
す
る
信
認
が
市
場
へ
の
参

加
者
の
増
大
と
大
口
化
を
も
た

ら
す
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｈ
が
出
来
た
こ
と
自

体
大
変
タ
イ
ム
リ
ー
で
画
期
的

な
こ
と
で
す
が
、
せ
っ
か
く
設

立
し
た
の
で
す
か
ら
、
こ
の
機

会
に
急
い
で
仕
組
み
や
機
能
を

さ
ら
に
強
化
充
実
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま

す
。
幾
つ
か
思
い
つ
く
ま
ま
に

挙
げ
ま
す
と
、
①
ク
リ
ア
リ
ン

グ
会
員
の
財
務
状
況
と
建
玉
の

監
視
及
び
危
険
水
域
に
入
っ
た

場
合
の
必
要
措
置
の
発
動
、
②

Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｈ
の
資
本
金
の
増
強

（
５
、
０
０
０
億
円
の
預
り
に

対
し
て
６
億
円
の
資
本
金
は
国

際
水
準
か
ら
見
て
も
い
か
に
も

過
小
）、
③
建
玉
の
会
員
間
ト

ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
の
迅
速
な
ル
ー

ル
化
、
④
預
り
金（
証
拠
金
な

ど
）に
対
す
る
金
利
を
預
け
主

に
返
還（
国
際
的
に
は
常
識
）、

⑤
米
ド
ル
な
ど
の
日
本
円
以
外

で
の
預
り
金（
証
拠
金
な
ど
）の

受
入
、
な
ど
で
す
。

自
由
主
義
経
済
に
お
い
て
は

商
品
市
場
が
に
な
う
役
割
は
ま

す
ま
す
大
き
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
に
伴
っ
て
扱
う
金
額
も
膨
大

な
も
の
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
増
大
す
る
取
引
信
用
を
安

全
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加
者
が
負

担
し
て
、
な
お
か
つ
不
測
の
事

態
の
連
鎖

を
断
ち
切

る
仕
組
み

が
ク
リ
ア
リ

ン
グ
シ
ス
テ

ム
で
す
。
今

後
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
発
展
は
ク

リ
ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
機
能

強
化
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。

４
月
号
で
ル
ビ
の
場
所
の
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
左
記
の
よ

う
に
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。

理
（
誤
）
↓
実
（
正
）

豊商事常務

小林　健

昨
年
度
こ
そ
日
本
の
商
品
先

物
市
場
の
出
来
高
は
減
少
し
ま

し
た
が
、
こ
こ
10
年
の
出
来
高

の
増
加
は
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
世
界
的
に
先
物
取

引
を
は
じ
め
と
す
る
デ
リ
バ
テ

ィ
ブ
が
こ
れ
だ
け
隆
盛
に
な
っ

て
き
た
背
景
は

い
ろ
い
ろ
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、

何
と
言
っ
て
も
見

逃
せ
な
い
の
が
、

決
済
の
迅
速
化

で
あ
り
、
ク
リ
ア
リ
ン
グ
ハ
ウ

ス
の
充
実
に
伴
う
、
取
引
信
用

の
安
全
性
向
上
で
す
。

商
取
引
の
発
展
の
歴
史
は
取

引
信
用
の
安
全
性
を
い
か
に
確

保
す
る
か
の
歴
史
で
も
あ
り
ま

し
た
。
物
々
交
換
、
商
品
引
き

換
え
現
金
払
い
、
小
切
手
払
い
、

約
束
手
形
払
い
、
更
に
は
貿
易

取
引
の
荷
為
替
手
形
、
ま
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ン
ア
ン
ス
な

の
風
呂
屋
が
建
て
た
大
湯
ビ
ル

に
移
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、
立

ち
退
き
料
と
し
て
１
、
５
０
０

万
円
、
他
に
、
営
業
補
償
金
と

し
て
５
年
間
、
毎
年
３
０
０
万

円
も
ら
い
、
糊
口
を
し
の
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
当
時
の
年

間
経
費
が
１
、
５
０
０
万
円
か

ら
２
、
０
０
０
万
円
で
し
た
か

ら
大
き
か
っ
た
。

―
出
来
高
が
増
え
る
よ
う

に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
。

間
瀬

昭
和
43
年
の
中
ご
ろ

か
ら
世
界
的
な
需
給
改
善
と
国

際
通
貨
不
安
な
ど
が
重
な
り
、

久
々
に
ゴ
ム
価
格
が
高
騰
し
た

こ
と
で
す
。
専
業
商
品
仲

買
人
が
ゴ
ム
市
場
に
大
衆

玉
を
積
極
的
に
導
入
し
、

そ
の
後
も
強
弱
材
料
が
錯

綜
し
た
た
め
、
出
来
高
は

激
増
し
、
市
場
規
模
は
著

し
く
拡
大
し
ま
し
た
。

―
取
引
所
も
移
転
し

た
。間

瀬

東
京
砂
糖
取
引

所
が
小
網
町
の
ビ
ル
を
改

築
し
、「
入
っ
て
欲
し
い
」

と
い
う
の
で
、
１
、
２
階

に
移
り
ま
し
た
。
昭
和
42

年
８
月
の
こ
と
で
す
。
そ

の
結
果
、
東
京
穀
物
商
品
取
引

所
と
も
近
く
な
り
、
場
立
ち

（
＝
市
場
代
表
者
）が
３
つ
の
取

引
所
を
ぐ
る
ぐ
る
回
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
も
大
き
く
影
響
し

ま
し
た
。
鈴
木

専
務
理
事
が「
や

は
り
場
所
が
大

切
だ
ね
」と
言
っ

た
ほ
ど
で
す
。

東
京
砂
糖
取
引

所
に
は「
ひ
さ
し

を
貸
し
て
母
屋

を
と
ら
れ
た
」と

愚
痴
ら
れ
ま
し

た
よ
。

―
東
京
ゴ
ム
取
引
所
は
世

界
最
大
の
ゴ
ム
取
引
所
に
な
ら

れ
た
訳
で
す
が
最
初
か
ら
出
来

高
は
多
か
っ
た
の
で
す
か
。

間
瀬

い
や
、
開
所
当
時
は

当
業
者
だ
け
だ
っ
た
し
、
相
場

の
動
き
も
朝
鮮
動
乱
後
の
反
動

不
況
で
低
迷
し
て
い
た
た
め
出

来
高
は
さ
っ
ぱ
り
で
し
た
。
昭

和
30
年
に
世
界
的
な
好
況
で
相

場
が
高
騰
し
、
こ
れ
に
注
目
し

た
仲
買
専
業
筋
の
加
入
が
相
次

ぎ
、
20
近
く
空
き
の
あ
っ
た
商

品
仲
買
人
の
枠
が
一
気
に
埋
ま

り
ま
し
た
が
、
30
年
代
の
後
半

に
は
合
成
ゴ
ム
の
発
展
や
米
国

の
戦
略
備
蓄
ゴ
ム
の
放
出

な
ど
で
価
格
が
ま
っ
た
く

動
か
な
く
な
り
、
年
間
の

値
動
き
が
10
円
台
、
１
日

の
出
来
高
も
１
０
０
枚
前

後
と
い
う
惨
状
が
７
、
８

年
続
き
ま
し
た
。

―
廃
止
論
も
出
た
と

か
。間

瀬

当
時
、
副
理
事

長
を
し
て
い
た
大
手
ゴ
ム

問
屋
の
金
田
信
武
金
田
商

店
社
長
が
理
事
会
で
廃
止

論
を
ぶ
ち
、
こ
れ
に
鈴
木

常
務
理
事
が
反
論
、
大
激

論
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
石
川
理
事
長
が「
ゴ
ム
の

相
場
商
品
と
し
て
の
特
性
を
考

え
れ
ば
、
こ
の
ま
ま
も
ち
あ
い

が
続
く
は
ず
が
な
い
」と
し
て
、

存
続
の
断
を
下

し
ま
し
た
。

―
当
然
、

赤
字
だ
っ
た
。

間
瀬

開
所

時
は
茅
場
町
の

四
つ
角
近
く
の

太
平
商
船
ビ
ル

に
い
ま
し
た

が
、
昭
和
37
年

11
月
に
茅
場
町

売買少なく存亡存亡の危機の危機も 売買少なく存亡の危機も 
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初代理事長石川昇一氏（左）と
専務理事鈴木正武氏

ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
充
実
し
て

き
ま
し
た
。
先
物
取
引
の
世
界

で
は
、
取
引
信
用
リ
ス
ク
を
担

保
す
る
た
め
に
証
拠
金
シ
ス
テ

ム
が
登
場
し
、
そ
れ
を
さ
ら
に

確
実
な
も
の
に
す
る
方
策
と
し

て
、
ク
リ
ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

ま
こ
と

制
度
発
足
へ

東
穀
協
会
、
東
穀
取
な
ど
協
力

が
考
案
さ
れ
ま
し
た
。
証
拠
金

を
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
変
わ
っ
て
保

管
、
管
理
、
監
視
す
る
の
が
ク

リ
ア
リ
ン
グ
ハ
ウ
ス
で
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
の
中
枢
で
す
。

日
本
で
も
昨
年
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｈ

（
日
本
商
品
清
算
機
構
）が
設
立

さ
れ
て
懸
案
の
ク
リ
ア
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
が
動
き
出
し
た
こ
と

は
、
わ
が
国
商
品
先
物
業
界
に

と
っ
て
画
期
的
な
こ
と
で
す
。

コ
ム
テッ
ク
ス
は
４
月
１
日

付
で
、
小
椋
洋
副
社
長
が

社
長
に
昇
格
、
伊
藤
進
社

長
は
副
会
長
に
就
任
し
た
。

小
椋
　
洋
（
お
ぐ
ら

ひ
ろ
し
）１

９
９
２
年

コ
ム
テ
ッ
ク

ス
入
社
、

97
年
取
締
役
、２
０
０
４
年

代
表
取
締
役
副
社
長
。
福

岡
県
出
身
、51
歳
。

コ
ム
テ
ッ
ク
ス
は
小
椋
氏

東
穀
協
会
は
東
京
穀
物
商
品

取
引
所
な
ど
の
協
力
を
得
て
、

今
年
度
、「
東
京
穀
物
商
品
取

引
所
顧
客
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
Ｔ
Ｇ

Ａ
）制
度
」を
発
足
さ
せ
る
。
１

ク
ー
ル
８
回
の
講
習
を
行
い
、

合
格
者
に
日
本
商
品
先
物
取
引

協
会
の
認
定
を
得
て
、「
Ｔ
Ｇ
Ａ
」

ま
こ
と

不
測
の
事
態
の
連
鎖
を
断
ち
切
る

ク
リ
ア
リ
ン
グ
の
機
能
強
化
・
充
実
を

顧
客
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

50
％
以
上
の
一
定
水
準
（
例
え

ば
本
証
拠
金
基
準
額
の
70
％
超

な
ど
）
を
維
持
さ
せ
る
よ
う
、

追
加
の
証
拠
金
の
預
託
を
請
求

で
き
る
こ
と
。

③
①
及
び
②
の
い
ず
れ
の
場

合
に
お
い
て
も
、
所
定
の
時
限

ま
で
に
追
加
の
証
拠
金
の
預
託

が
な
さ
れ
な
い
場
合
は
、
取
引

員
が
任
意
に
建
玉
を
決
済
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

④
日
中
の
値
洗
損
が
追
加
の

証
拠
金
を
預
託
請
求
す
べ
き
水

準
に
達
し
て
い
る
と
き
に
は
、

当
該
値
洗
損
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
預
り
証
拠
金
額
か
ら
差
し
引

い
た
残
余
の
額
を
新
規
建
玉
の

限
度
額
と
す
る
こ
と
。

な
お
、「
追
加
の
証
拠
金
」

は
受
託
契
約
準
則
に
定
め
て
い

る
「
取
引
追
証
拠
金
」
で
は
な

い
た
め
、
そ
れ
と
異
な
る
呼
称

が
必
要
と
な
る
。

最
高
の
5
、
4
0
0
億
円
台

4
月
末
の
先
物
預
託
証
拠
金

月末の預託証拠金額残高の推移

月　末 証拠金計
2005年 5月 367,283,764

6月 376,254,907
7月 370,156,422
8月 368,030,314
9月 383,713,602
10月 401,763,140
11月 461,604,650
12月 474,042,458

2006年 1月 503,332,177
2月 469,313,509
3月 496,838,656
4月 541,845,833

（単位：千円）

JCCH

新
会
社
法
施
行
で
主
務
省
が
詳
細
に
説
明

業
す
る
際
の
公
告
方
法
と
し
て

電
子
公
告
を
認
め
る
た
め
の
改

正
。▼

商
取
法
第
２
２
４
条
第
１

項
の「
営
業
報
告
書
」（
会
社
法

整
備
に
よ
る
改
正
後
は「
事
業

報
告
書
」）の
内
容
に
つ
い
て
主

務
省
令
を
整
備
。

▼
統
一
経
理
基
準
改
正
へ
の

対
応
、
及
び
記
載
事
項
を
明
確

に
す
る
た
め
の
関
係
様
式
の
改

正
。大

阪
金
融
先
物
研
究
会
主
催

に
よ
る「
第
１
回
大
阪
金
融
先

物
取
引
研
究
会
」が
４
月
20
日

開
催
さ
れ
た
。

大
阪
大
学
仁
科
一
彦
副
学
長

の
通
貨
先
物
が
な
ぜ
い
ま
必
要

な
の
か
に
つ
い
て
基
調
講
演
を

行
っ
た
。

参
加
者
は
会
員
だ
け
で
な

く
、
三
井
住
友
、
り
そ
な
、
み

ず
ほ
な
ど
の
各
銀
行
と
日
本
生

命
保
険
。
大
和
、
光
世
、
コ
ス

モ
、
大
塚
な
ど
の
証
券
会
社
。

日
本
銀
行
、
大
阪
府
、
大
阪
市
、

大
阪
商
工
会
議
所
、大
阪
大
学
、

大
阪
証
券
取
引
所
や
関
西
、
大

阪
、
中
部
の
各
商
品
取
引
所
な

ど
50
名
を
超
え
た
。

大
阪
金
融
先
物
講
演
会
開
く

【
２
面
か
ら
の
つ
づ
き
】

続
い
て
、
主
務
省
か
ら
会
社

法
整
備
に
伴
う
商
取
法
施
行
規

則
の
一
部
改
正
に
よ
る
純
資
産

額
調
書
、
事
業
報
告
書
案
の
様

式
変
更
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明

が
あ
っ
た
。

主
な
変
更
項
目
は
次
の
通

り
。▼

会
社
法
の
整
備
に
よ
り
株

式
会
社
内
の
意
思
決
定
が
弾
力

化
さ
れ
た
こ
と
や
会
計
参
与
制

度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま

え
て
、
商
品
取
引
所
法
に
基
づ

き
主
務
大
臣
に
提
出
さ
れ
る
書

類
を
改
正
。

▼
会
社
計
算
規
則
の
制
定
に

併
せ
て
、
会
員
等
の
純
資
産
額

調
書
、
月
計
残
高
試
算
表
等
を

適
宜
改
正
。

▼
兼
業
業
務
及
び
特
定
業
務

の
届
出
に
係
る
添
付
書
類
の
見

直
し
。

▼
商
品
取
引
受
託
業
務
を
廃

東
京
工
業
品
取
引
所
は
５
月

か
ら
同
取
引
所
で
上
場
し
て
い

る
全
商
品
の
取
引
証
拠
金
の
算

出
方
法
を
変
更
し
た
。

従
来
は
、
一
定
の
価
格
帯
を

設
け
、
高
い
価
格
帯
で
は
取
引

証
拠
金
を
多
く
、
低
い
価
格
帯

で
は
少
な
く
し
て
い
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
過
去
６
カ
月
間
の
価

格
の
変
動
に
応
じ
て
変
更
す

る
。そ

こ
で
、
価
格
の
変
動
が
激

し
け
れ
ば
、
取
引
証
拠
金
は
従

来
よ
り
多
く
な
り
、
小
さ
け
れ

ば
少
な
く
な
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
取
引
の
円
滑
な

遂
行
を
行
い
た
い
考
え
。

な
お
、
新
し
い
取
引
証
拠
金

へ
の
意
向
は
既
存
の
建
玉
を
含

め
て
実
施
し
た
。

取
引
証
拠
金
の

算
出
法
変
更

東
京
工
業
品
取
引
所


